

















































































































































































































































f 1Ji'I~1 Jl第二巻第六章には，アウグスティヌスが 16歳のときにおかした果実
の溢みの罪が告白されている。アダムが悪魔の誘いで矢ml(の果実を盗んだ原
m¥と対比し，人間の罪深さを説き，神なるあなたに嫡;)1¥している。高慢
(superbia) ，野心 (ambitio)，権勢欲 (potestatem)，WHび (blanditia)， 
好奇心 (curiositas)，無知Cignorantia)と愚かさ (stulti tia)，怠惰(jg-
navia)，賀沢(Juxuria)，浪費 (effusio)，食欲 (av ari tia) ，嫉MiCinvi-
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































る， r小さい被造物の Iつの分」としての自覚にふるえた。 430年 76歳で死
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